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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべき

との申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 61300-2-26:2013 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS C 61300-2 規格群（光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 2 部）は，

次に示す部で構成する。 

JIS C 61300-2-1 第 2-1 部：試験－正弦波振動 

JIS C 61300-2-2 第 2-2 部：繰返しかん合試験 

JIS C 61300-2-4 第 2-4 部：光ファイバクランプ強度試験－軸方向引張り 

JIS C 61300-2-5 第 2-5 部：試験－光ファイバクランプ強度－ねじり 

JIS C 61300-2-6 第 2-6 部：試験－かん合部締結強度－軸方向引張り 

JIS C 61300-2-7 第 2-7 部：かん合部締結強度試験（曲げモーメント） 

JIS C 61300-2-9 第 2-9 部：衝撃試験 

JIS C 61300-2-11 第 2-11 部：光ファイバクランプ強度試験（軸方向圧縮） 

JIS C 61300-2-12 第 2-12 部：落下衝撃試験 

JIS C 61300-2-14 第 2-14 部：高光パワー試験 

JIS C 61300-2-15 第 2-15 部：結合部ねじり試験 

JIS C 61300-2-17 第 2-17 部：低温試験 

JIS C 61300-2-18 第 2-18 部：試験－高温 

JIS C 61300-2-19 第 2-19 部：高温高湿試験－定常状態 

JIS C 61300-2-21 第 2-21 部：混合温湿度サイクル試験 

JIS C 61300-2-22 第 2-22 部：温度サイクル試験 

JIS C 61300-2-24 第 2-24 部：応力印加によるセラミック割りスリーブのスクリーニング試験 

JIS C 61300-2-26 第 2-26 部：試験－塩水噴霧 

JIS C 61300-2-27 第 2-27 部：ダスト試験（層流） 

JIS C 61300-2-35 第 2-35 部：光ファイバクランプ強度試験－ケーブルニューテーション 

JIS C 61300-2-40 第 2-40 部：SM 調心円筒形斜め PC 端面光ファイバコネクタプラグの挿入損失スク

リーニング試験 

JIS C 61300-2-41 第 2-41 部：SM 調心円筒形直角 PC 端面光ファイバコネクタプラグの挿入損失スク

リーニング試験 

JIS C 61300-2-42 第 2-42 部：光ファイバクランプ強度試験－横方向引張り 

JIS C 61300-2-44 第 2-44 部：光ファイバクランプ強度試験－繰返し曲げ 
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JIS C 61300-2-45 第 2-45 部：浸水試験 

JIS C 61300-2-46 第 2-46 部：試験－湿熱サイクル 

JIS C 61300-2-47 第 2-47 部：熱衝撃試験 

JIS C 61300-2-48 第 2-48 部：温湿度サイクル試験 

JIS C 61300-2-49 第 2-49 部：取付け済み光ファイバコード付き光ファイバコネクタプラグの曲げ試

験 

JIS C 61300-2-50 第 2-50 部：光ファイバクランプ強度試験－非通光左右曲げ引張り 

JIS C 61300-2-51 第 2-51 部：光ファイバクランプ強度試験－通光左右曲げ引張り 

JIS C 61300-2-55 第 2-55 部：光ファイバアダプタ取付強度試験－軸方向 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 61300-2-26：9999 
 

光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－ 
基本試験及び測定手順－第 2-26 部：試験－塩水噴霧 

Fiber optic interconnecting devices and passive components- 
Basic test and measurement procedures-Part 2-26: Tests-Salt mist 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 3 版として発行された IEC 61300-2-26 を基とし，技術的内容を変更して作成し

た日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，塩水噴霧に対する光ファイバ接続デバイス及び光受動部品を構成する金属の耐食性を評価

する手順を規定する。また，異なる金属間の腐食防止処理が十分であるかを評価する試験手順について規

定する。これらのデバイスの試験条件は，IEC 61753-1 で規定している。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 61300-2-26:2023，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Basic test and 

measurement procedures－Part 2-26: Tests－Salt mist（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 60068-2-11 環境試験方法－電気・電子－第 2-11 部：塩水噴霧試験方法（試験記号：Ka） 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60068-2-11，Environmental testing－Part 2-11: Tests－Test 

Ka: Salt mist 

JIS C 61300-1 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 1 部：通則 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-1，Fibre optic interconnecting devices and passive 

components－Basic test and measurement procedures－Part 1: General and guidance 

JIS C 61300-3-1 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-1 部：外観

検査及び機械的検査 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-1，Fibre optic interconnecting devices and passive 
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components－Basic test and measurement procedures－Part 3-1: Examinations and measurements－
Visual examination 

JIS C 61300-3-3 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-3 部：挿入

損失及び反射減衰量変化のモニタ方法 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 61300-3-3，Fibre optic interconnecting devices and passive 

components－Basic test and measurement procedures－Part 3-3: Examinations and measurements－
Active monitoring of changes in attenuation and return loss 

IEC 61300-2-38，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Basic test and measurement 
procedures－Part 2-38: Tests－Sealing for fibre optic sealed closures and hardened connectors using air 
pressure 

IEC 61300-3-35，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Basic test and measurement 
procedures－Part 3-35: Examinations and measurements－Visual inspection of fibre optic connectors and 
fibre-stub transceivers 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS C 61300-1 による。 

ISO 及び IEC では，標準化で用いる用語集のデータベースを次のアドレスで管理している。 

－ IEC Electropedia：https://www.electropedia.org/ 

－ ISO Online browsing platform：https://www.iso.org/obp 

4 概要 

警告 この規格には，危険な物質，作業及び装置が含まれる可能性がある。この規格は，それらの使用

に伴って，安全上の懸念がある場合であっても，これら全てに対応する方法を提示するものでは

ない。この規格の利用者は，これらを使用する前に，安全と健康とを保つ方法を確立し，公的な

規制が適用されるかを確認する責任を負う。 

ここで規定する試験は，JIS C 60068-2-11 に基づき実施する。供試品（以下，DUT という。）を 35 ℃±

2 ℃の温度に保持された試験槽内で塩水噴霧環境に放置する。 

この試験によって引き起こされる劣化と，塩分を含んだ大気への長期間の製品暴露との関係は，容易に

定めることは不可能である。しかし，この試験は，塩分を含む大気による劣化への製品の耐性を比較する

ための有用な手段を提供する。 

5 塩溶液 

5.1 塩溶液の準備 

塩溶液の濃度は，質量分率（5±1）%としなければならない。この塩溶液は，質量比 95 の，25 ℃±2 ℃
での導電率 20 µS/cm 以下の蒸留水又は脱イオン水に，質量比（5±1）の塩を溶解して準備しなければなら

ない。採取した噴霧溶液の塩化ナトリウム濃度は，質量分率（5±1）%でなければならない。質量分率 5 %
の塩溶液の比重範囲は，25 ℃で 1.029～1.036 である。 
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塩化ナトリウムが含む，銅（Cu），ニッケル（Ni）及び鉛（Pb）といった重金属の合計は，質量分率 0.005 %
以下でなければならない。また，乾塩に換算したよう化ナトリウムの質量分率は，0.1 %以下，不純物の質

量分率は 0.5 %以下でなければならない。 

5.2 pH 値の調整 

必要がある場合，25 ℃±2 ℃の試験槽内から採取された噴霧溶液の pH 値が 6.5～7.2 になるように pH 値

を調整する。pH 値は，電気測定で確認する。pH 値の測定は，脱イオン水中の弱緩衝塩化ナトリウム溶液

での測定に適した電極を用いて行わなければならない。 

分析に用いるグレードの塩酸，水酸化ナトリウム，又は炭酸水素ナトリウム溶液を加えて必要な調整を

行う。 

5.3 ろ過 

必要な場合，装置の溶液タンクに入れる前に塩溶液をろ過し，噴霧装置の開口部を塞ぐ可能性のある固

形物を除去する。 

5.4 再使用 

噴霧した溶液は，再使用してはならない。 

6 装置 

6.1 試験槽 

試験槽は，塩水噴霧の腐食作用に影響を与えないような材料で構築しなければならない。 

噴霧の生成方法を含む試験槽の詳細な構造は任意であるが，次を適用する。 

a) 試験槽内の動作条件は，規定された範囲内でなければならない。 

b) DUT の配置によって条件の制御に有害な影響を及ぼさないよう，十分な容積と性能とをもつ試験槽で

なければならない。 

c) 塩溶液を直接 DUT に噴霧するのではなく，DUT に自然に落下するように試験槽全体に噴霧しなけれ

ばならない。 

d) 試験槽の上部は，その表面上に生成された噴霧溶液の液滴が試験中の DUT 上に落下しないように設

計しなければならない。 

e) 試験槽は，槽内の圧力上昇を防止し，塩水噴霧の均一な分布を実現するために適切に排気しなければ

ならない。また，通気口の排出口は，槽内の空気の流れに悪影響を及ぼす可能性がある強い外気流か

ら保護しなければならない。 

f) 試験温度は，壁及び放射熱源から少なくとも 100 mm 離れた位置で測定しなければならない。 

6.2 噴霧器 

使用する噴霧器は，微細な湿った濃い霧を生成するような設計及び構造でなければならない。また，噴

霧器は塩水に対して非反応性の材料で作らなければならない。 

6.3 空気の供給 
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噴霧器に流入する圧縮空気は，油及びほこりのような不純物を含まないものでなければならない。 

動作条件を満たすために必要な圧縮空気を加湿・加温する手段を設けなければならない。また，噴霧圧

力は，70 kPa から 170 kPa までの超過圧力としなければならない。圧力は，通常 98 kPa±10 kPa であるが，

使用する試験槽及び噴霧器の種類によって変更する。適切な温度は，使用する圧力及び噴霧器の種類によ

って異なる。温度，圧力，相対湿度，又はそれらの組合せは，試験槽の噴霧の回収量及び採取された噴霧

の濃度が，指定された範囲内に保たれるように調整しなければならない（表 2 参照）。一般的に使用される

加湿器は飽和塔であり，温度及び圧力が制御可能である。表 1 に，飽和塔の温度と圧力との組合せに関す

る推奨値を示す。噴霧空気の加湿には，25 ℃±2 ℃で 20 µS/cm 以下の導電率をもつ蒸留水又は脱イオン水

を使用しなければならない。 

塩の沈殿による噴霧器の目詰まりを防ぐため，ノズルから放出される空気の相対湿度を 85 %以上にする

ことが推奨される。満足のいく方法は，非常に細かい気泡の空気を，自動的に一定レベルに維持される加

熱水の入った塔に通すことである。この水の温度は，少なくとも 35 ℃であることが望ましい。許容水温

は，空気量の増加及び試験槽並びにその周囲の断熱性の低下に伴い，上昇する。水温は，試験槽内に過剰

な水分が混入するような値，又は動作温度に関する要求事項を満たすことが不可能になるような値を超え

ないことが望ましい。 
 

表 1－飽和塔の温水温度の推奨値 

噴霧超過圧力 塩水噴霧試験を行う場合の飽和塔の温水温度の推奨値 
kPa ℃ 
 70 45 
 84 46 
 98 48 
112 49 
126 50 
140 52 
160 53 
170 54 

6.4 捕集装置 

試験槽の噴霧の均一性を確認するために，少なくとも二つの捕集装置を使用しなければならない。また

捕集装置は，直径 100 mm±2 mm，約 80 cm2 の捕集面積に相当する捕集漏斗から構成されなければならな

い。漏斗は化学的に不活性な材料で作られ，その軸は適切な計量容器に挿入することが望ましい。 

7 装置の腐食性の検証 

装置の腐食性，特に試験槽の腐食性は，試験結果の再現性を確認するために，定期的に検証することが

望ましい。JIS C 60068-2-11 に詳細が記載されている。 

8 DUT 

DUT のサンプルサイズ及び種類は，この規格を引用する JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書の関連

する部分に従って選択しなければならない。特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群の性能標準又は IEC 
62005 規格群の信頼性仕様の関連する部分を用いてもよい。 



5 
C 61300-2-26：9999 (IEC 61300-2-26：2023) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

9 手順 

9.1 DUT の準備 

製造業者の指示に従って，DUT を準備する。 

JIS C 61300-3-1 に従って，DUT に損傷がないか目視で確認する。 

9.2 前処理 

IEC 61300-3-35 に従って，光コネクタ端面を検査する。必要に応じて，製造業者の指示に従って，DUT
の機械的及び光学的調整部を清掃する。その清掃方法は，DUT に対する塩水噴霧の影響を妨げてはならな

い。 

注記 光コネクタ及び光トランシーバの清掃方法は，それぞれ IEC TR 62627-01 及び IEC TR 62572-4 に

記載されている。 

別途規定がない場合，JIS C 61300-1 に規定する標準大気条件に DUT を 2 時間以上放置する。 

9.3 初期試験及び測定 

この規格を引用する JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書の関連する部分の要求に従って，初期試験

及び測定を実施する。特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群の性能標準又は IEC 62005 規格群の信頼

性仕様の関連する部分を用いてもよい。JIS C 61300-3-1 で要求しているように DUT の初期外観検査を完

了する。光学特性の測定に関しては，減衰量の変化及び反射減衰量測定について，装置及び測定方法は JIS 
C 61300-3-3 に従わなければならない。光学性能測定は，この規格を引用する JIS 個別規格又は商取引に用

いる仕様書の関連する部分で規定している一つ以上の波長で実施しなければならない。特に規定がない場

合は，IEC 61753 規格群の性能標準又は IEC 62005 規格群の信頼性仕様の関連する部分を用いてもよい。 

9.4 試験 

JIS C 60068-2-11 の試験 Ka の手順に従って，試験を行う。試験槽内で DUT の表面が露出する角度は非

常に重要である。別途規定がない場合，DUT は評価対象領域を上側に向けて垂直に対して（20±2）°の

角度で取り付けなければならない。 

別途規定がない場合，DUT は非稼働状態で試験を行わなければならない。 

試験槽及び DUT を標準大気条件に安定させる。周辺機器に接続する光ファイバ（必要な場合）も含め

て，DUT を通常の稼働配置で試験槽内に置く。 

試験槽内の温度と平均捕集率とを調整するとともに，表 3 の厳しさに応じて，表 2 に記載されているよ

うに，噴霧装置からの塩溶液の塩分濃度及び捕集した塩溶液の条件を維持する。 

表 2 に試験条件をまとめる。 
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表 2－試験条件の概要 

項目 条件 
温度 （35±2）℃ 

水平捕集面積 80 cm2 の平均捕集率 （1.5±0.5）ml/h 
塩濃度（回収液） （5±1）% 

pH（回収液） 6.5～7.2（25 ℃±2 ℃で） 

試験終了後は，DUT を試験槽内に残しながら，温度を徐々に標準大気条件まで下げる。 

9.5 後処理 

試験終了時は，特に規定のない限り，DUT を 5 分間流水で洗浄し，蒸留水又は脱イオン水ですすがなけ

ればならない。洗浄に使用する水の温度は，35 ℃未満でなければならない。 

個別に規定がない場合，JIS C 61300-1 で規定する標準大気条件に DUT を 2 時間放置する。 

光測定機器と再接続する前に，光接続部の検査及び清掃することが望ましい。コネクタプラグ及び／又

はアダプタをもつ光受動部品については，必要に応じて光接続部を検査することが望ましい。 

9.6 最終試験及び測定 

試験終了後は，全てのジグを取り外し，この規格を引用する JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書の

関連する部分に定義されている最終測定を行う。特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群の性能標準又

は IEC 62005 規格群の信頼性仕様の関連する部分を用いてもよい。JIS C 61300-3-1 に従って，DUT の腐食

及び材料劣化の有無を目視検査する。 

光学測定が必要な場合，装置及び測定方法は，損失及び反射減衰量変動の測定に関する JIS C 61300-3-3
に適合しなければならない。最終測定の結果は，この規格を引用する JIS 個別規格又は商取引に用いる仕

様書の関連する部分の許容基準で定められた限度内になければならない。特に規定がない場合は，IEC 
61753 規格群の性能標準又は IEC 62005 規格群の信頼性仕様の関連する部分を用いてもよい。 

防水光コネクタ及び高気密クロージャの密封性能を評価する場合，特に規定がない限り，装置及び測定

方法は IEC 61300-2-38 に従わなければならない。 

10 試験の厳しさの程度 

試験の厳しさの程度は，暴露時間によって決まる。 

表 3 に性能試験で推奨される試験の厳しさの程度を示す。 

表 3 に，環境カテゴリに関連して規定された厳しさの程度を示す。規定値については，この規格を引用

する JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書の関連する部分を用いて試験の厳しさを検証することを推奨

する。特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群の性能標準及び IEC 62005 規格群の信頼性仕様の関連す

る部分を用いてもよい。 

信頼性試験等の長期試験については，暴露時間を適切に定めることが望ましい。 
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表 3－推奨される試験の厳しさ 

環境カテゴリ DUT 暴露時間 
OP 及び OP＋ 光コネクタ，現場組立形光コネクタ，光受動部品及

びスプライス 
 96 h 

I 光コネクタ及び光受動部品  96 h 
E 光コネクタ及び光受動部品  96 h 
A 防水光コネクタ及びクロージャ 120 h 
A 屋外キャビネット及び光接続箱 120 h 
G 防水光コネクタ及びクロージャ 120 h 
S 防水光コネクタ及びクロージャ 120 h 

注記 環境カテゴリは，IEC 61753-1 に規定されている。 

11 個別に規定及び報告する事項 

次の詳細については，必要に応じて，関連仕様書に明記し，試験成績書に記載しなければならない。 

－ DUT が光学的に稼働状態か又は非稼働状態か 

－ 前処理の手順 

－ 初期試験及び測定並びに性能要求 

－ 暴露時間 

－ 塩の種類及び純度（温度，濃度，pH） 

－ 試験槽，噴霧装置，給気，捕集装置の種類 

－ 霧化過圧及び温水温度 

－ 後処理の手順 

－ 最終試験及び測定及び性能要求 

－ 規定の試験手順からの変更点 

－ 追加合否判定基準 
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JIS C 61300-3-4 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-4 部：検査及

び測定－損失 

注記 対応国際規格では，IEC 61300-3-4，Fibre optic interconnecting devices and passive components－
Basic test and measurement procedures－Part 3-4: Examinations and measurements－Attenuation を記

載している。 

JIS C 61300-3-6 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-6 部：反射減

衰量測定 

注記 対応国際規格では，IEC 61300-3-6，Fibre optic interconnecting devices and passive components－
Basic test and measurement procedures－Part 3-6: Examinations and measurements－Return loss を記

載している。 

IEC 61753-1，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Performance standard－Part 1: 
General and guidance 

IEC 61753 (all parts)，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Performance standard 

IEC 62005 (all parts)，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Reliability 

IEC TR 62572-4，Fibre optic active components and devices－Reliability standards－Part 4: Guidelines for optical 
connector end-face cleaning methods for receptacle style optical transceivers 

IEC TR 62627-01，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Part 01: Fibre optic connector 
cleaning methods 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS C 61300-2-26 IEC 61300-2-26:2023，（MOD） 
 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

8 8 変更 DUT のサンプルサイズ及び種類について，

JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書に

規定しているため，“JIS 個別規格又は商取

引に用いる仕様書の関連する部分に従って

選択しなければならない。”とした。また，

“特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群

の性能標準又は IEC 62005 規格群の信頼性

仕様の関連する部分を用いてもよい。”を補

足した。 

IEC 規格とは体系が異な

ることから，IEC 規格の

改訂は提案しない。 

9.3 9.3 変更 初期試験及び測定について，JIS 個別規格又

は商取引に用いる仕様書に規定しているた

め，“JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様

書の関連する部分の要求に従って，初期試

験及び測定を実施する。”とした。また，“特
に規定がない場合は，IEC 61753 規格群の性

能標準又は IEC 62005 規格群の信頼性仕様

の関連する部分を用いてもよい。”を補足し

た。 
光学性能測定について，JIS 個別規格又は商

取引に用いる仕様書に規定しているため，

“JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書の

関連する部分で規定している一つ以上の波

長で実施しなければならない。”とした。ま

た，“特に規定がない場合は，IEC 61753 規

格群の性能標準又は IEC 62005 規格群の信

頼性仕様の関連する部分を用いてもよい。”
を補足した。 

IEC 規格とは体系が異な

ることから，IEC 規格の

改訂は提案しない。 

9.6 
 

9.6 変更 試験終了後について，JIS 個別規格又は商取

引に用いる仕様書に規定しているため，

“JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様書の

関連する部分に定義されている最終測定を

行う。”とした。また，“特に規定がない場合

は，IEC 61753 規格群の性能標準又は IEC 
62005 規格群の信頼性仕様の関連する部分

を用いてもよい。”を補足した。 
最終測定の結果について，JIS 個別規格又は

商取引に用いる仕様書に規定しているた

め，“JIS 個別規格又は商取引に用いる仕様

書の関連する部分の許容基準で定められた

限度内になければならない。”とした。また，

IEC 規格とは体系が異な

ることから，IEC 規格の

改訂は提案しない。 
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“特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群

の性能標準又は IEC 62005 規格群の信頼性

仕様の関連する部分を用いてもよい”を補

足した。 
10 10 変更 試験の厳しさの程度について，JIS 個別規格

又は商取引に用いる仕様書に規定している

ため，“JIS 個別規格又は商取引に用いる仕

様書の関連する部分を用いて試験の厳しさ

を検証することを推奨する。”とした。また，

“特に規定がない場合は，IEC 61753 規格群

の性能標準又は IEC 62005 規格群の信頼性

仕様の関連する部分を用いてもよい。”を補

足した。 

IEC 規格とは体系が異な

ることから，IEC 規格の

改訂は提案しない。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 

 




